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１．はじめに
　カリキュラムは計画・実施・結果の３つの次元をも
つといわれる。すなわち，学習指導要領や学校の教育
計画等の次元，授業を含む実施場面の次元，そして，
学びの総体として，児童が結果として身に付けたもの
という次元である。いいかえれば，学校で教育計画を
作成していくという作業では，学習指導要領に準拠し
ながらも，授業という実施場面を想定し，児童の学び
の総体としてのカリキュラムを教師自ら捉え直してい
くことが求められているといえよう。
　音楽科の授業では，合唱や合奏を「みんなで楽しむ」
場面が想定されることが多く，全員で一つの音楽をつ
くっていく体験を通して，協同する喜びを感じること
ができる。また，生活の基盤としての学級では，合唱
等の活動を「みんなで楽しむ」中で学級集団をつくり，
協同での学びへと結びつけていく働きかけは有効であ
る。しかし，その一方で，「みんなで楽しむ」活動によっ
て授業を成立させやすい特性は，ともすると，一人ひ
とりの児童がもっている音楽的な衝動や内的な要求へ
の顧慮のもとに授業を実施し，児童の個の学びの履歴
を見つめながら結果としての学びを成立させるという
視点を見落とす要因にもなりうる。
　子どもたちと音楽のかかわりには，小学校就学以前
に，それぞれ生まれたときからの履歴がある。また，
学齢期においても，好むと好まざるとにかかわらず，
自らの文化環境の中でそれぞれ音楽とかかわりをも
つ。児童のうちにある学びの履歴を考えたとき，音楽
科は他教科以上に学校での授業との接続が単純には構
想しにくい教科であるといえよう。しかし，多様な履
歴をもった一人ひとりの児童が，授業では共通の教育
課程のもと，教師によって計画された歌唱・器楽・音
楽づくりと鑑賞という括りでの一斉の音楽活動に参加
することになる。

　個の内面でおきていることを，協同での学びの中に
どのように位置づけていくか，その学びの中でどう
やって発展させるか，授業者は常に学級での授業で意
識している。しかしながら，児童の音楽表現を起点と
し，音楽科の特性に応じた思考の連なりを生み出し，
やがては，様々な音楽文化に能動的・主体的に一人ひ
とりがかかわっていくことができるようにするために
は，これまでの学習内容と教授=学習活動を見直し，
児童の音楽的思考過程の発展を軸としたカリキュラム
の開発が求められる。ここでいう「思考」とは，意識
的な認知プロセスのみでなく，人が無意識に行ってい
る認識行為も含め，心の中で行う認知活動すべてを包
括的に意味している（今井2010：p.7）。
　公的な教育課程をふまえつつ，まずは教師が児童の
学びの総体としてのカリキュラムを意識し，「児童の
音楽的思考を育む」という視点に立つ。そして，生活
の中での子どもたちの学びの履歴と，学校における教
育課程との接点を探りながら，児童にとって「なじみ
のある」音楽とのかかわり方を，学習活動へと展開で
きるよう構想する。それは，やがて，様々な様式や種
目，ジャンルの音楽へと世界を拡げ，主体的にかかわっ
ていくための音楽的思考を育むものでなければならな
い。
　本研究では，他教科での論理的思考とは異なる音楽
科の特性に応じた思考のあり方を探求し，それを導く
コンテンツ・リテラシーをふまえながら，一人ひとり
の学びの履歴に位置づくことのできる音楽科カリキュ
ラムの検討を目的とする。

２．研究の前提―表現へのアプローチ―
　児童の音楽表現を起点とし，「なじみのある」音楽
とのかかわり方から展開する学習活動とは，具体的に
はどのようなことであろうか。歌唱表現を例に，表現
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へのアプローチの方法について述べてみたい。
　2008年改訂の『小学校学習指導要領解説 音楽編』
には，学習指導要領で「自然で無理のない歌い方で歌
う」と規定された部分の解説として，「合唱曲などの
西洋音楽の技法によってつくられた楽曲を歌う際に
は，従来行われてきている頭声的な発声と差異はな
い。しかし，教材によってはその楽曲の音楽的な特徴
から頭声的な発声では不自然である場合もあり」と示
されている（p.47）。この解説からは，取り組む音楽
の様式によって，その様式にふさわしい表現を目指し
ていくべきだという考えが窺える。しかし，「多様な
音楽を幅広く直接体験することが大切であること」が
示されているように，小学校音楽科においては，取り
上げられる音楽様式が多様であればあるほど，目指す
べき表現も多様にならざるを得ない。
　そのような多様な表現を子どもたちが獲得していく
ためには，授業において２つのアプローチが考えられ
る。１つ目は，児童が取り組む音楽によって，その都
度，その音楽の様式にふさわしい表現を目指していく
授業である。例えば，「今回は『翼をください』だか
らこのような歌い方でいきましょう」，「今回は『ソー
ラン節』だからこのような歌い方でいきましょう」と
いう具合に，取り組む音楽によって変えるのである。
この方法は，それぞれの様式にふさわしい表現方法を
身に付けるという点では効果的かもしれないが，「特
定の様式＝特定の歌い方」という固定された概念を
ベースとした表現を意識させるため，児童一人ひとり
の個性や，表現に対する思いや意図を反映することが
難しいということも懸念される。また，「様式」とい
う文化的伝統を，児童の内なる表現欲求とは無関係に
取り上げていることについても留意すべきだろう。
　他方，２つ目のアプローチは，様式に関係なく，様々
な表現を試してみる方法である。例えば「翼をくださ
い」をだみ声で歌ったり，ベルカント唱法を模して歌っ
たり，特定のJ－POP歌手の物真似をして歌ったりす
る活動が考えられる。そのような試みの過程では，そ
の音楽様式にはふさわしくない表現も含まれるだろ
う。しかし，このような活動が児童にとって，様々な
表現のトレーニングになることはもちろん，様々な表
現を相対的に捉える思考にもつながり，自らの個性・
感性を拠り所とした，「自由な」表現の獲得につながっ
ていくことも期待できる。様々な表現を試してみると
いうこのような方法は，強烈な個性が評価されている
歌い手，巻上公一も薦めている。彼は，ロックヴォー
カルを出発点としながらも，浪曲や能，浄瑠璃，ホー
ミー，ホーメイなど様々な様式の歌唱や，様々な発声
を取り入れている。巻上は，こうした様々な歌唱や発

声への挑戦を，あくまでも自分の音楽を表現するため
のものとして位置づけており，「歌は勝手に歌うのだ
ということを提唱したい」という言葉からは，彼の表
現と様式に対する態度が窺える（巻上1998：pp.9-
24）。授業場面においても，様々な表現を試みること
によって興味深い表現が偶然発生することがある。「い
ろいろとやってみているうちに，○○君がすごく面白
い歌い方を開発した」というような姿は，様々なこと
を試してみるという状況だからこそ生まれやすいので
ある。
　今回の研究では，後者のアプローチを採ることとす
る。児童が表現のひきだしを増やしていくような取り
組みは，自らの思いや意図を見つめ，どのような表現
をするかを自分で考える上で重要な（能力的）環境づ
くりとなる。このアプローチに含まれる「表現の相対
化」や「偶然的な表現の誘発」は，本研究のキーワー
ドである「音楽的思考」と深く関係しているのではな
いかと考えられる。様式にとらわれず，自らの個性や
感性を拠り所として自分らしい表現，自分にとって価
値のある表現を見出していくプロセスから，児童にど
のような思考が見られるかを考察・検討したい。

３．これまでの実践と課題の設定
　様々な表現を試みることによる「表現の相対化」や
「偶然的な表現の誘発」をふまえ，本研究のキーワー
ドである「音楽的思考」を促したこれまでの実践を広
島大学附属小学校と広島大学附属東雲小学校を例にあ
げて述べることとする。
　これまで，森保は，小学校６学年を対象とした「歌
声の特徴を感じ取ろう」の授業実践において，園児，
小学生，成人の歌声を児童に提示し，その特徴をつか
むために，聴くだけでなく，模倣して歌ってみるとい
う活動を取り入れている。このような「模倣して歌う」
という活動は，２．で述べた，様々な表現を試してみ
るという活動そのものである。児童は，口形や音高，
表情などについても意識して模倣し，その結果，声の
音色の特徴を感じ取ることができるようになったが，
これも，児童が，様々な表現を相対的に捉えていたこ
とが大きな要因であると考えられる。
　奥本は，小学校１学年を対象とした授業において
「やまびこごっこ」を取り上げ，多様な「ヤッホー」
の表現を児童に促した。「ヤッホー」というシンプル
な呼び声に，様々なヴァリエーションをいろいろと試
行してみるという活動もまた，児童の表現をより豊か
にするために有意義であった。
　近藤は，小学校２学年を対象とした授業において，
音楽の仕組みである「問いと答え」に着目し，「かく
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れんぼ」を取り上げ，「もういいかい」「まあだだよ」
の歌い方を工夫させる活動を取り入れた。「かくれん
ぼ」は，子どもの遊び歌をもとにつくられている。遊
び歌においては，特定の様式に基づく正当な表現など
というものは存在しない。「やまびこごっこ」におけ
る「ヤッホー」と同様，「もういいかい」「まあだだよ」
も，子どもたち自身が表現の仕方を好きなように工夫
して歌うことができるジャンルである。特定の様式か
ら解放されたジャンルにおいては，子どもたちは様々
な表現をより一層大胆に試行できるだろう。また，「問
いと答え」という要素に注目すれば，「かくれんぼ」
における，「もういいかい」「まあだだよ」は，将来的
には，例えばブルースの「コール＆レスポンス」で様々
な変奏を加えて表現するということなどに，直接的に
繋がっていける可能性をもった活動である。
　しかしながら，こうした萌芽的な取り組みはそれぞ
れ異なる題材設定のもとで個別に行われてきた内容で
あり，児童の音楽的思考の発展という連続性を意識し
たものではなかった。そこで，研究代表者および分担
者がそれぞれの実践を通して課題としてきた「音楽科
の特性に応じた思考の育成」をテーマとし，共同で低
学年からの系統性を検討することを研究の課題とし
た。すなわち，これまでの取り組みを音楽的思考とい
うキーワードで捉え直しながら，互いの実践に対する
定期的な意見交流を行い，児童の音楽的思考過程の展
開を想定した授業実践と実践の検討を重ねることに
よって，カリキュラム開発への手がかりを得たいと考
えた。

４．研究の方法
　本研究においては，「音楽科の特性に応じた児童の
思考を育む」ことを構成原理としてカリキュラムの開
発を行う。そのため，工学的接近のように目標を明確
にしてゴールを目ざすのではなく，一般的な目標を設
定し，それを実現するための創造的な教授・学習活動
を通して，学習者にひきおこされた結果を出来るだけ
多様な視点から記述し，それに基づいて一般的目標が
どこまで実現されたかが評価した上で，カリキュラム
開発へフィードバックする，という手順をふむ。その
ため，生活単元学習での生活を基盤にしたカリキュラ
ムや特別支援教育等のカリキュラム開発において応用
されている羅生門的アプローチ1）を援用する。
　初年度である今回の研究では，小学校低学年を中心
に，第１学年，第２学年，第３学年の授業実践を計画
する。すなわち，①「音楽科の特性に応じた児童の思
考を育む」ことを研究全体の上位目標に設定，②それ
を実現するための授業の構想，③授業研究と考察，と

いう段階を経て検討を行い，カリキュラム開発に向け
た方向性を探る。それと同時に，「音楽科の特性に応
じた児童の思考を育む」視点で授業設計を行い，児童
の表現を分析・検討することにより，実践者自身の授
業改善につなげたい。

５．実践報告
【実践事例1】
（１）題材名 「ネコのたびをあらわそう」
　本題材では，合唱組曲『11ぴきのネコ』を取り上げ，
ネコの旅する様子を，身体表現や擬声語2）のオスティ
ナートを考える活動を通して音楽科の特性に応じた思
考を育むことをねらう。
（２）題材計画（全６時間）
第一次　「11ぴきのネコが旅に出た」を歌う。
　　　　第１時　旋律を知り，歌唱する。
　　　　第２時　からだを使った表現を考えて歌う。
　　　　第３時　からだを使った表現を共有して歌う。
第二次　「雲においつけ」を歌う。
　　　　第１時　２つのグループに分かれて輪唱する。
　　　　第２時　 トーンチャイムで伴奏をしながら歌

う。
　　　　第３時　 擬声語の表す場面や気持ちを想像し

たり，擬声語のオスティナートを考
えたりする。（本時）

（３）本時　平成24年10月29日（月）第３校時
　　　　　２部１年　広島大学附属小学校
〔本時の目標〕
擬声語の表す場面や気持ちを想像したり，擬声語のオ
スティナートをつくったりすることができる。
（４）題材の特徴と児童の思考力について
　低学年の児童は，身近な生き物に関心を寄せたり，
小人やおばけ，カッパなど，物語に登場する不思議な
生き物の話題に夢中になったりすることから，大人に
比べて人間の世界以外の世界に興味をもっているよう
に思われる。
　『11ぴきのネコ』は，井上ひさしが馬場のぼる作の
絵本を原作に書き上げた戯曲で，本題材で使用した楽
曲は，青島広志が16歳の時に在学していた高校の演劇
部のために作曲したミュージカルの中の２曲である。
児童は学級文庫で原作『11ぴきのねこ』の読み聞かせ
を１度経験している。
　本時で扱う「雲においつけ」は作者不詳のピアノ連
弾曲にもとづくカノン曲で，ヘ長調のI－VI－IV－V
（F－Dm－♭B－C）の循環コードの伴奏にのって，
いかだにのって海を旅するネコたちの様子が歌詞に表
されている楽曲である。
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　「雲においつけ」の歌を歌唱した際，児童Ａがリズ
ムにのって平泳ぎのようにからだを動かしたことか
ら， 本来の歌詞はいかだにのった設定であるが，音楽
室の中をネコになって泳ぎながら，全員にリズムのも
つスウィング感を味わわせた。児童Ａは，音高を把握
するのが苦手な児童であるが，生き物が大好きで，感
情移入をして歌っているうちに，伴奏の付点からス
ウィング感を感じ取ったと思われる。
　本時では，導入で，歌詞の中の「スースースー」「プー
プーハー」「プッププッププッププップ」などの擬声
語がどんな場面を表しているかを尋ねた。すると，し
ばらく考えたのち挙手があり，「早く進んでいる様子」
「息継ぎをしている様子」などの意見が交わされた。
　その後，「プッププッププッププップ」が「パッパパッ
パパッパパッパじゃだめなのかな」とゆさぶると，「そ
れは，ラッパをふいているみたいになる」というつぶ
やきがみられた。歌詞が吟味され，選ばれた言葉であ
ることを感じ取らせた後，本時のねらいが，場面の様
子や気持ちを想像して，２分音符によるF－Dm－♭B
－C のふしで歌詞をカタカナでつくることであるこ
とを伝えた。
　例示として，「ラーンラーンラーンラーン」を示すと，
すぐにイメージがわいて即興的に「できた」と声をあ
げる児童と，「わからない」と戸惑う児童にわかれたが，
記入する時間を15分程度設定したところ，全員の児童
が記述することができた。
（５）授業の実際
　ワークシート
に記述させた
後，考えたオス
ティナートを積
極的に発表した
児童の表現には
「ワーイワーイ
ワーイワーイ」
や，「ラーンルー
ンラーンルー
ン」などのネコの気持ちを表現したと思われるオス
ティナートや，「スーイスーイスーイスーイ」や「プー
プープープー」などのネコのからだの動きを表現した
と思われるオスティナートなどがあった。
　事後のワークシートによると，３つのアイデアの欄
を全て記述した児童は32名中23名，アイデアを２つ記
述した児童は８名，アイデアを１つ記述した児童が１
名であった。１つしか，記述していない児童のワーク
シートも，「テークテークテークテーク」と書いてあっ
たことから，創り方については理解できていたと思わ

れた。児童は，直感的につくって歌ったり，何度も歌っ
て試したりしながら，表１にみられるようなオスティ
ナートを考えることができた。
　表２は，擬態語と擬音語に整理したものである。

図１　板書記録

表１　児童のつくったオスティナート

表２　児童のつくったオスティナート

① プープープープー
② バーンバーン・・
③ ラーンラーン

ばめんのようすや
ネコのきもちを
そうぞうして

④プープープープー
⑤ワィーワィー・・
⑥ヤーンヤーン・・

ばんそうのうた
をカタカナで
つくってみよう

⑦カーカーカーカー ⑨ラーンルーン・・
⑧ラーラーラーラー ⑨シーシーシーシ

作品番号 子どもの創ったオスティナート 人数
1 スーイスーイスーイスーイ 9
2 スイースイースイースイー 7
3 スースースースー 7
4 ラーラーラーラー 7
5 ワーイワーイワーイワーイ 4
6 プープープープー 4
7 ラーンラーンラーンラーン 3
8 ニャーニャーニャーニャー 2
9 フーフーフーフー 2
10 サーサーサーサー 2
11 ウーイウーイウーイウーイ 2
12 ラーンラーンスースー 1
13 ラーンルーンラーンルーン 1
14 フンーフンーフンーフンー 1
15 パンーパンーパンーパンー 1
16 テークテークテークテーク 1
17 ワーワーワーワー 1
18 イェ- ィイェ- ィイェ- ィイェ- ィ 1
19 ユーユーユーユー 1
20 オーオーオーオー 1
21 ネーコーネーコー 1
22 キーキーキーキー 1
23 リーリーリーリー 1
24 ウーウーウーウー 1
25 ボーボーボーボー 1
26 カーカーカーカー 1
27 キーンコーンカーンコーン 1
28 テーテーテーテー 1
29 ローローローロー 1
30 バーンバーンバーンバーン 1
31 ドンドンドンドン 1
32 フーフーフーフー 1
33 グーイグーイグーイグーイ 1
34 グオーグオーグオーグオー 1
35 シーシーシーシー 1
36 アーアーアーラー 1
37 ハーハーハーハー 1
38 オーオーオーオー 1
39 ヤーイヤーイヤーイヤーイ 1
40 ヤッターヤッター 1
41 カーカーカーカー 1
42 ターターターター 1
43 サーサーサーサー 1
44 カーンカーンカーンカーン 1
45 トーントーントーントーン 1
46 リーンリーンリーンリーン 1

人数 擬声語の種類
ワーイ ワーイ ワーイ ワーイ
ラーン ラーン ラーン ラーン
イェ- ィイェ- ィイェ- ィイェ- ィ
ヤッー ター ヤッー ター
キー キー キー キー
リーン リーン リーン リーン
スーイ スーイ スーイ スーイ
スィー スィー スィー スィー
プー プー プー プー
スー スー スー スー
ラーン ラーン ラーン ラーン
サー サー サー サー
ドーン ドーン ドーン ドーン

オスティナート例

擬音語と推察
されるもの

擬態語と推察
されるもの

21

63
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（６）実践者の考察
　児童のつくったオスティナートの中には，体を使っ
て泳ぎながら動いた経験を反映した「スーイスーイ」，
「スイースイー」などの擬声語を多くの児童（16名）
が好んでいた他，元の歌で使用されている「ス」や「プ」
などの言葉が，複数の児童のワークシートに見られた。
　一方，「ネーコーネーコー」など児童の独自の表現
も多く，総計46種類の表現が記述されていたことがわ
かった（表１）。
　また，実際の音声（「ニャーニャー」，「ワーイワーイ」）
などの擬音語を考えた児童に比べ，ネコが息をつぎな
がら旅する様子（「フーフー」）や，嬉しい気持ちを表
す擬態語を考えた児童が過半数を超えていた（表２）。
　本時をふりかえると，伴奏を考えて発表した時間は
関心が高く，集中していたが，つくったオスティナー
トと，歌とをあわせる活動については，充足感を味わ
わせることができなかったように思われた。トーン
チャイムでF－D－♭B－Cと伴奏しながら歌った時に
比べ，オスティナートの言葉と歌詞の言葉が重なって
聞こえにくく，つくった言葉の効果を感じにくかった
のではないかと思われる。
　一方で，言葉によるオスティナートをつくる活動に
ついては，低学年段階であっても自分の思いを反映さ
せながら即興的につくることができ，つくる活動を通
して，自分の内側にある思いを明確にしたり，元の歌
詞の内容を味わう力を高めることができたりする点で
有効な学習活動であったと考える。

【実践事例２】
（１）題材名　「リズムであそぼう」
　本実践は，問いと答えや反復の音楽の仕組みを使っ
て，簡単なリズムの音楽をつくることを通して児童の
音楽的な思考を育むことをねらう。
（２）題材計画（全５時間）
第一次　 リズム遊びを通して，リズムで表現する面白

さを感じ取る。

　　　　第１時　問いと答えを生かした歌を歌ったり
リズム遊びをしたりする。

　　　　第２時　言葉に合わせてリズムをつくり，リ
ズム遊びをする。（本時）

第二次　音楽の仕組みに気を付けて，鑑賞曲を聴く。
　　　　第１時　反復の表現を感じ取って，組曲『動

物の謝肉祭』より「化石」を聴く。
第三次　 問いと答え，反復のよさや面白さを生かし，

簡単なリズムの音楽をつくる。
　　　　第１時　グループで，簡単なリズムの音楽を

つくる。
　　　　第２時　つくった音楽をお互いに聴き合う。
（３）本時　 平成24年11月26日（月）第５校時
　　　　　 第２学年１組　広島大学附属東雲小学校
〔本時の目標〕
　言葉に合わせてリズム遊びをすることを通して，4
拍分のリズムをつくることができる。
（４）題材の特徴と児童の思考力について
　本題材の特徴は，問いと答えや反復のある音楽を
歌ったりその仕組みを音楽づくりに取り入れたりする
ことで，音楽の仕組みに気付くことができること，リ
ム遊びをしたりリズムパターンや簡単なリズムの音楽
をつくったりすることを通して，リズムにのることの
心地よさや自分でつくった音楽を演奏する楽しさを味
わうことができることであると考える。
　拍の流れにのってリズム打ちをしたり，即興的にリ
ズムをつくってリレーしたりするリズム遊びの活動
は，低学年で継続的に行うことで，音楽活動の根底に
かかわる音楽的感受性を育てるために効果がある。ま
た，簡単なリズムの音楽をつくる活動では，問いと答
えや反復を取り入れることによって，問いに対する答
えとなるリズムの組み合わせや反復のしかたを児童が
試行錯誤しながら進めることとなるため，児童が音楽
と向き合い，音楽的な思考を育むことにつながると考
えた。
（５）授業の実際
①リズム遊びをする。
　問いと答え（模倣・対照），ロンド形式を使って，
２人組で即興的なリズム遊びをした。毎時間，いろい
ろなリズム遊びを取り入れることによって，４拍分の
リズムを即興的につくり，拍の流れにのってリズム打
ちをすることができるようになってきた。
②「やおやのおみせ」の歌でリズム遊びをする。
　八百屋に売っている野菜を児童からいくつか挙げさ
せ，野菜の名前を唱えながら手でリズム打ちをするよ
うにした。この遊びは，この後の活動である児童一人
ひとりが自分の４拍分のリズムをつくる手がかりとな

図２　児童のワークシート例
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ることをねらった。そのため，野菜の名前をみんなで
決めた後は，児童に自由にリズム打ちをさせ，その中
から多様なリズムを引き出せるように教師がリズムを
選んだ。
　最初は，３文字の言葉は四分音符３つと四分休符１
つ，４文字の言葉は四分音符４つと，どの児童も同じ
ようなリズムだったが，教師がリズムを選んで取り上
げていくうちに，二分音符や八分音符，付点音符，ま
た，休符を取り入れた友だちとは違ったリズムを面白
がって考えるようになった。

③おでかけしたいところを挙げ，「やおやのおみせ」
の替え歌で，リズム遊びをする。
　行ってみたい場所に関係する言葉を集め，言葉を唱
えながら手拍子でリズム遊びをした。言葉を手がかり
にしながら，複雑なリズムも即興的に考えることがで
きた。「○○○へおでかけしよう～」と教師が替え歌
を歌うことから始め，言葉のリズムリレーをより楽し
んで行うことができた。「おでかけしたいところ」と
言う設定が児童の興味を引き，「果物屋さん」「遊園地」
「水族館」「オーストラリア」「海」「宇宙」など行って
みたいところのイメージが膨らんだようだった。
④一人４拍分の「おでかけリズム」をつくる。
　「おでかけリズムを考えよう」として，一人４拍分
のリズムづくりを行った。最終的に，４人グループで
「おでかけの音楽」をつくるため，グループで行きた
い場所を選び，一人一つの言葉を決めた。多様なリズ
ムをつくることができるように，一つの言葉を手がか
りに４種類のリズムをつくるようにした。

　児童は言葉を決めた後，その言葉を手がかりに手拍
子をしながら言葉のリズムを変化させていた。全員が
４拍分のリズムを４種類つくることができた。長く伸
ばすリズムの位置を変えたり伸ばした後に十六分音符
のような細かいリズムを入れたりして変化させること
を楽しむ様子が見られた。また，休符を２拍目や３拍
目に入れて音を短く切り，より多様なリズムができる
ように考えている児童もいた。このような児童は，休
符を取り入れることの面白さに気付いているものと思
われる。一方，言葉の唱え方は異なるが，同じリズム
になっていることに気付いていない児童も見られた。
この４種類のリズムの中から気に入った言葉のリズム
を一つ選んで，自分の「おでかけリズム」を決定した。

図３　児童のつくったリズムの変移

図４　児童のつくったリズム

ト マ ト ● → ﾄﾏ －ｱ ト ●

ｻﾂ ﾏｲ モ ● → ｻｯﾂ ﾏｲ モ ●

ネ ギ ● ● → ネ ● ギ ●

○ ﾍﾟﾝ －ｷﾞ ン ● ﾍﾟﾝ ﾍﾟﾝ ｷﾞﾝ ●

ﾍﾟﾍﾟ －ﾝ ｷﾞﾝ ● ﾍﾟ ――ﾝ ｷﾞﾝ ●

○ ﾁｮｺ ｹ－ キ ● ﾁｮｺﾁｮｺ ｹ－ キ ●

ﾁｮｯｺ ｹ－ キ ● ﾁｮ－ －ｺ ｹ－ キ

○ ｲ－ －ｸ ラ ● ｲｸ ● ラ ●

ｲｸ ｲｸ ラ ● イ ● ｸﾗ ●

○ かい ―― が ら ● かい かい がら ●

かい がら がら ● かい ● がら ●

○ あか あか ヘル ● あっ かへ ル ●

あ－ か－ ﾍﾙ ● あ か ヘ ル

○ ﾎ－ ﾑﾗ ン ● ホ ――ﾑ ﾗﾝ ●

ﾎ－ ― ﾑﾗﾝ ● ﾎ－ ム ﾗッン ●
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（６）実践者の考察
　児童は，自分の決めた言葉を手がかりに，全員が４
種類の４拍分のリズムを考えることができた。これは
活動②でリズム打ちをしている児童の様子を見て，教
師がリズムを選んで取り上げた後，つくるリズムの種
類が増え，活動が活発になったことから，友だちのつ
くったリズムを聴くことで，モデルが示され，もっと
面白いリズムをつくりたいという児童の意欲が高まっ
たためと考えられる。また，毎時間，授業の始めにリ
ズム遊びを取り入れ，即興的にリズムをつくったり，
電子オルガンのリズムボックスを使い，拍の流れに
のってリズム打ちをしたりしたことも自分でリズムを
つくるための手立てとなっていたからではないかと考
える。
　今回の学習は，児童のよく知っている「八百屋のお
店」の遊び歌を発展させ，「○○○へおでかけ」の替
え歌を歌って「おでかけリズム」をつくったが，低学
年では，イメージが膨らむ遊びの要素を取り入れるこ
とによって，学習意欲が高まることがわかった。
　自分でリズムをつくる活動を通して，多様なリズム
に触れ，リズムの特徴や面白さに気付く力を育てるた
めに，有効な学習であったと考える。

【実践事例３】
（１）題材名　「おまつりの歌をつくろう」
　本題材では，拍の流れを感じながら歌に合わせて体
を動かしたり，言葉と手拍子をつくってリズムにのっ
て歌ったりして，体でリズムを感じて表現する。これ
らの活動を通して音楽科の特性に応じた思考を育むこ
とをねらう。
（２）題材計画（全４時間）
第一次　　からだでリズムを感じ取ろう
第二次　　言葉に合ったリズムをつくろう
第１時　　 「ドッジボールの歌」を歌い，言葉に手拍

図５　グループのおでかけリズム

子を重ねる。
第２時　　 「おまつりの歌」をつくり，言葉に合った

リズムをさがし演奏する。（本時）
（３）本時　平成24年11月19日（月）第４校時
　　　　　 第３学年１組　広島大学附属東雲小学校
〔本時の目標〕
　おまつりの場面を思い浮かべ，言葉に合ったリズム
をさがすことができる。
（４）題材の特徴と児童の思考力について
　第一次では「ドッジボールの歌」を歌い，応援の様
子を表す言葉と手拍子をつくり，お互いに発表し合っ
て言葉と手拍子を重ねて表現することの楽しさを味わ
うようにする。
　第二次では今までの学習を生かし「おまつりの歌」
をつくる。おまつりの様子を表す物・音・気持ちに注
目しながら，言葉に合ったリズムをさがすようにする。
　本学級は，音楽が流れると自然に体が動き出す児童
が多い。10月に取り組んだ「赤鬼と青鬼のタンゴ」で
は，歌詞に合った振り付けを考え，タンゴのリズムに
合わせ，体全体で踊ることができた。これまでに自分
の名前を使ってリズムをつくったり，友だちとつなげ
たりした経験がある。しかし拍の流れにのってリズム
を打つことが難しい児童もいる。
　指導に当たっては，体全体を動かす活動を多く取り
入れ，自然に拍の流れにのれるようにしていく。本校
には４種の色組（赤白青緑）があり，運動会や体育の
学習などで，このグループを使って活動している。
「ドッジボールの歌」を歌う時，この色組を取り入れ
対戦したりすることによって，応援の雰囲気を生み出
しやすいと考える。さらに「おまつりの歌」をつくる
ときには，写真を掲示するなどイメージを膨らませや
すい環境づくりを工夫していく。おまつりの様子を表
す物・音・気持ちを共有する場を設定し，児童全員が
「おまつりの歌」づくりに主体的に取り組めるように
する。
（５）授業の実際
　導入では「赤鬼と青鬼のタンゴ」を振り付けをつけ
て歌うとともに，前時で取り組んだ「ドッジボールの
歌」を使い，色組ごとに応援合戦をした。一人では恥
ずかしい児童も10人前後のグループの仲間に影響を受
け，しっかり声を出し，手をメガホンのようにしたり
運動会で応援合戦をしたときの振り付けを取り入れた
りするなど身体表現をしながら歌うことができた。
　「おまつりの歌」をつくるときには，写真を掲示し
たホワイトボードを準備し，イメージを膨らませやす
いようにした。おまつりにはどんな物が出てくるか，
どんな音が聞こえてくるか，どんな気持ちになるか，
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　この３点を考えながら「おまつりの歌」に結び付け
るようにした。写真を指さしながら「これは何かな」
と問うと「花火」「バーンって言うよね」「そうそう，
周りの人がわあ～ってね」「夜だから眠かったりする
よね」「煙で曇ったりとか」など，一人の児童の答え
に続いて，他の児童も発言し，どんどんイメージが豊
かになっていった。花火の様子を表すために身体表現
をした児童もいた。

　本時では図７，８のようなワークシートを用いて授
業を展開した。児童の思考の手がかりとなるよう１段
目には前時に取り組んだ「ドッジボールの歌」を例と
して載せた。２段目・３段目には８マス作り，間に点
線を入れ四分音符ならば８個分，８分音符ならば16個
分の記述ができるようにした。授業者は２段目が完成
すればよいと考えていたが児童は積極的につくり，３
段目まで完成した児童は33名，ワークシートの裏まで
使って３つつくった児童が１名いた。その結果73曲も
の「おまつりの歌」ができた。
　表３には代表的な24曲を載せた。分類は８つであ
る。１～３は反復を使用している。１と２はかけ声を
反復させて臨場感を出している。３は４拍を２回反復
させて８拍にしている。「ヨオー」という伝統的なか
け声も用いている。４～６は対比を使用している。４
は同じ花火という題材に対して相反する気持ちを対比
させている。５は聞こえてくる音を対比させている。

６はおまつりに出てくるものを前半と後半で対比させ
ている。７～９は韻を踏んで歌を構成している。７と
８は文末の韻を踏み，語呂合わせをしている。９は動
作は異なるが音が似ている言葉を連ねて韻を踏んでい

図６　「おまつりの歌をつくろう」板書

図７　児童のワークシート例①

図８　児童のワークシート例②

表３　児童のつくった「おまつりの歌」
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る。10 ～ 12は物語や詩のような世界観を感じる。10
と11はまるで俳句のように限られた言葉で情景を表し
ている。12は実際に自分が体験したことをもとに日記
を書くような感覚で歌に表している。13 ～ 15はラッ
プのように１拍にたくさんの言葉を詰め込んだ要素を
感じる。１拍に詰め込んでいるので，強拍の部分に言
葉のアクセントが来ていないなど面白いつくりになっ
ている。ひらがなでつくるように児童には呼びかけて
いたがこの分類では漢字で書いた児童も何人かいた。
16 ～ 18はリズムを変化させて構成している。16は「ド
カーン」と「ドッカーン」になっており２回目の花火
の方が大きかったことが予想される。17はもともとの
言葉には促音は入っていないが，歌には入れることで
動きを生み出している。18は１拍を四分音符一つで構
成する珍しいタイプであったし，ひびくという現象を
音を延ばすことで表そうとしている。19 ～ 21は生活
経験をもとにして考えている。写真にはおみこしは
あったが，いのこの場面はなかった。しかし19の児童
は「はんじょう」までつくっているので，実際にいの
こまつりに参加したことがあり，歌いながら活動した
経験があると考えられる。20の児童は神楽の写真を見
て「おろちだ」とつぶやいた。写真にはおろちは写っ
ていない。しかしそのような演目が神楽にあるという
ことを知っていた。21は73曲中たった一つのかけ声で
あった。22 ～ 24はおまつりに対して否定的な気持ち
を使っている。イメージを共有している場面で肯定的
な感想ばかり出たが，それではみんなと同じ考えに
なって面白くないと考えた児童がいたと思われる。面
白さを追求する児童の特性が見えた作品である。
（６）実践者の考察
　肯定的な言葉，拍節的なもの，よくあるかけ声など
が使われるだろうと実践者は予想していた。しかし児
童の言葉は予想以上に豊かであった。韻を踏んだり，
対比をさせたりして歌をつくったのには驚いた。日常
の生活の中に児童の音楽的思考に結びつく素材はたく
さんあり，それを引き出したり，友だちと交流させた
りしながら学習を進めることができた。自文化の生活
経験を手がかりに工夫して「おまつりの歌」をつくる
ことができたという点で有効な学習活動であったと考
える。

６．まとめ
　２校３名の実践において，音楽的思考を促すことを
ねらった学習であれば領域や題材を問わないこととし
て，授業の構想を行った。その結果，児童の内にある
思いを，ふだん使っている言葉を活かしながら音楽表
現することが共通項として設定され，それぞれの取り

組みが行われた。
　また，音楽科の特性として，他教科における論理的
思考以上に「無意識に行っている認識行為を含めた思
考」が機能しているのではないかと仮定し，それぞれ
の実践者が児童から引き出すことができるよう手立て
を考え，試みた。
　具体的には，【実践事例1】（第1学年対象）の「オス
ティナートづくり」では，音程とリズムがあらかじめ
定まった状態で，「らーん」「すーい」などの擬声語を
考えることに特化することによって，擬声語（オノマ
トペ）の醸し出す質やその効果を味わうことができる
ような設定があった。また，児童がつくった言葉に対
する理由は必須ではなく，児童が偶然気に入って出来
た言葉も認めるようなやりとりがされていた。
　【実践事例２】（第２学年対象）の「おでかけリズム
づくり」では，児童の出かけたい場所を手がかりに，
4拍という長さがあらかじめ定まった状態で，グルー
プで協力して個々の考えたリズムをつなぐ活動が行わ
れた。言葉とリズムを考えることに特化している点に
加え，個々の児童が「反復」や「問いと答え」などの
音楽の仕組みを遊びの中で身につけ，活用することが
できるような手立てが講じられた。
　【実践事例３】（第３学年対象）「おまつりの歌づくり」
では，多くの児童の生活経験を想起させ，８拍という
長さを定め，１拍を２分割する補助線をいれて，８分
音符のリズムを喚起し，視覚化できるようなワーク
シートを用意する手だてが準備された。児童は，おま
つりに関する言葉と８拍にあうリズムを考えるうち
に，いつのまにか韻をふんだ言葉を考案したり，前半
と後半とで対比する言葉を選んだりした他，物語的な
要素を取り入れたり，伝統的な掛け声を取り入れたり，
ラップのようなリズムを考えたりした。結果として，
様々な音楽文化に迫る授業展開となった。
　以上のような学びの姿を，第１学年から第３学年の
縦の軸で考察したところ，下にあるような，音楽科特
性に応じた思考を育む学習活動に関するいくつかの知
見が得られた。

【音楽的思考を促す題材】
① 児童が実感を伴って，感情移入できる題材であるこ
と。
② 拍やリズムなど，児童が活動する上での制約が，児
童にとって心地よさを感じ，創作意欲を喚起するよ
うな約束になること。

【音楽的思考を促す学習過程】
① 学年進行に伴って，思考を引き出すための仕掛け（手
だて）の数や難易度があがっていること。
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② １単位時間の学習過程においては，ワークシートに
書くことが目的とならないよう，児童が創作に夢中
になれる時間を確保すること。

【音楽的思考を促す働きかけ】
① 拡散的思考や発想を認め，児童の発想にもとづい 
た音楽的な工夫を評価すること。
② 児童の表現に理由や説明を強要するのではなく，即
興的に試行錯誤したり習熟したりする音楽活動を十
分に保障すること。

７．おわりに
　本研究では，音楽科の特性に応じた思考のあり方を
導く音楽科カリキュラムの開発を目的として，低学年
に焦点をあてた授業を構想・検討した。「音楽科の特
性に応じた児童の思考を育む」視点での授業設計は，
児童の多様な表現を引き出し，実践者の想定を超えた
内容も含めて，実践者の授業改善に向けた気付きにも
つながっている。すなわち，母語を出発点とし，発達
段階に応じた適切な制約を設け，楽譜を介在させない
音楽活動を仕組んだところ，児童はそれぞれに試行錯
誤を繰り返し，自らの表現に習熟する過程において音
楽的思考を働かせ，多様な表現を生み出したのであ
る。今回は低学年を中心としたが，第３学年の実践事
例の検討も含めたことで，その道筋が見えやすくなっ
たともいえる。
　学力の向上が求められる今日，年間を通して身に付
ける力や，１単位時間で身につける力を保障するよう，
逆向きの授設計を通じて学力を徹底する取り組みが行
われている。音楽科においても，指導者がねらいを明
確にもち，本時のゴールを想定しておくことは必要で
あると同時に，「みんなで協同してつくる」合唱・合
奏のような音楽活動に価値があることも自明の理であ
る。
　しかし，音楽科において，習得する力に応じて，児
童の音楽的な思考を促し，表現の創造性を保障するよ
うな取り組みも忘れないようにしたい。言い換えれば，
一人ひとりの児童がもっている音楽的な衝動や内的な
要求への顧慮，児童の個の学びの履歴を見つめながら
結果としての学びを成立させる視点をもった授業への
追究を忘れないよう，十分に配慮しなければならない
といえよう。
　児童の音楽的思考を促し，なじみのある音楽を起点
としながら，やがて様々な様式や種目，ジャンルの音
楽へと主体的にかかわっていくような発展をとげるこ
とができるようなカリキュラムの開発のためには，今

後は低学年から高学年，さらに，中学校への連続性を
考慮しながら，継続的な研究の積み重ねと検討が必要
である。
　なお，研究にあたっては全員で検討を行い，₅－１，
６．７．を森保，５－２を近藤，５－３を奥本，１．４．を
権藤，２．３．を寺内が執筆担当した。

注
１）羅生門的アプローチとは，1974年にJ. M. アトキン
によって提唱された教育課程構成の方法であり，論
理的な教育内容・教材構成を行う工学的アプローチ
と対比される。安彦（2002，p.127）は，アトキン
の類型化について，「彼は具体的な授業づくりのタ
イプ分けから発展させて，これらを，どちらが悪い
とか古いなどというのではなく，どちらもそれぞれ
に応じて使い分けるべきものとして示している（中
略）例えば，『工学的方法』は『技能』の習得など
を目的とする場合によいのに対して，羅生門的方法
は，『創造的思考力』の育成を目的とする場合によい」
と述べている。また，湯浅ら（2008，pp.12－14）は，
障害児教育において羅生門的アプローチを視野にい
れる必要を唱え，「こうした２つのカリキュラム開
発の原理を障害児の教育でどう考えるのかがカリ
キュラム研究の課題である」とする。
２）ここでは，擬音語と擬態語を総称し，広く擬声語
とする。オノマトペと言い換えることもできる。
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